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白血球 ノ機能上 ヨ リ觀タル肺結核症ニ 就 テ

第三報 各種試驗動物白血球ノ結核菌貧喰能ニ就テ

金 澤 市 若 松 療 養 所

倉 金 五 郎

緒 言

實験方法

第一節 家兎白血球ノ人型結核菌貧喰能

第二節 家兎白血球ノ牛型結核菌寅喰能

第三節 海猿白血球ノ人型結核菌貧喰能

目

緒

暇 令 温血 動物 ナ リ ト難iモ 、 ソ ノ種 類 二依 ツ テ結

核 菌 二封 スル感受 性 ノ著 シキ差 異 ヲ呈 スル コ ト

ハ周知 ノ事 實 デ アル。從 ツ テ結 核 治 療1ノ當 面 ノ

問 題 トシテ果 シテ何 ガ直接 二斯 ル受 感 性 ノ相 違

ラ來 ス可 キ重 大 原 因 デ アル カ テ解 明 スル コ トモ

亦 將 來 ヘ ノ何 等 カ ノ寄與 二値 スル コ トハ疑 テ容

レナ ィ所 デ アル。

余 ハ頃 來 白血球 ノ結 核 菌 貧喰 問題 二手 テ染 メ ツ

ツ アルー 人 トシテ今 又 實験 的結 核 研 究 ニー般 二

使 用 セ ラ レツ ・アル家 兎 、 海 瞑 テ拉 シ來 リ、 木

次

第四節 海狭白血球ノ牛型結核菌貧喰能

考案及線括

結 論

主要文厭

言

編 二於 テ夫 々 ノ白 血球 ノ結 核 菌貧 喰 作 用 テ梢 ζ

詳 細 二知 ラ ンコ トテ欲 シタ.

本 問 題 ハ断 片 的 ニハ從 來 報 告 モ往 々 ニ シテ存 ス

ル ヤ ウデ アル ガ、 一 ツ ノ實 験 條 件 ヨ リ シテー 般

ノ結 論 テ推 サ ン トスル コ トハ 既 二誤 謬 ラ來 シ易

イ所 デ アル故 二、 ヨ リ適 當 ノ方 法 テ用 ヒテ諸 種

ノ視 角 カ ラ深 ク考察 スル ノ必 要 上 今 尚實験 的 研

究 ノー モ 多 キ テ加 ヘ ン コ トラ望 マ ル ・次 第 デ ア

ノレo

實験方法

一
、検 査 材料 。 健 康 家 兎拉 二 海瞑 夫 々禮 重2.O

E以 上、500瓦 以 上 ノモ ノテ選 ンデ 實 験 二供 シ

タ。

一
、探 血。 探 血 ノ方 法 トシテ諸 種 ノ條 件 テ用 ヒ

タ。 從 ツ テ夫 々 ノ條 件 テ實 験 成績 表 二記 入 シタ

ガ、 ソ ノ頸 部 血 管 ヨ リ探 血 シタ ル場 合 ト難 モ試

獣 テ何等 麻 酔 セ シム ル コ トナ ク、 之 ラ行 ヒタル

モ ノナル コ トテ特 二附 記 シナ ヶ レバ ナ ラナ ィ。

一
、喰 菌 能 検 査 方 法 。 前 記 ノ方 法 二依 ツ テ探 ツ

タ血液 テ迅 速 二豫 メ作 製 セ ラ レタル菌 俘游 液 二

注 入 スル ノデ アル ガ、 之 二就 テハ既 二第 二報(1}

二於 テ述 べ タ所 デ アル カ ラ重 複 テ避 ケ,レ
。但 シ

動 物 ノ場 合 ニ ハ血 液 ガ極 メテ迅速 二凝 固 シ易 キ

ガ タ メ ニ菌 俘 游 液1.OS℃E二 封 シ テ血 液1耗 ノ割

合 二注 入混 和 シテ凝 固 テ避 ケ タ。

愈{観 察 スル ニ當 ツ テ家 兎 二於 テハ假 性 「エ オ

ジ ン」白血 球 ノ ミテ選 ピ、 「モ ル モ,ト 」ニ ア リテ

ハ酸性 嗜 好 白血 球 ノ ミテ選 ンデ貧 喰 セ ラレ タル

菌個 撒 及 ビ當 該 白血 球 ノ分 核 撒 テ検 査 シタ。 血

球 観 察 個数 ハ百個 テ標 榜 シタ ノデ ア ・レガ、 標 本
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面 二現 ハ レタ ル細胞 激 ガ寡 クテ容 易 二百個 チ充

タ シ得 ザ ル モ ノモ ア ツ タ ノ デ、 成 績 表 ノ中 ニ ハ

夫 々ノ欄 鳥實 際 計算 シタ個 撒 ヲ記 入 シテ置 イタ。

第 一 節 家 兎 白 血 球 ノ人 型 結 核

菌 食 喰 能

家 兎假 性 「エ オ ジ}」 白 血球 ノ人 型 結 核菌 貧喰 能

ラ検 シタ ル成 績 テ通 覧 スル ヘ ソ ノ探 血 テ頸 艀

脈 ヨ リセ ルt/17、 頂 動 脈 ヨ リ セル モ ノ4、 耳

静脈 ヨ リセ ル モ ノ3、 心臓 穿 刺 テ ナ セル モ ノ4

第1

テ算 シタ.假 令 ・噸 静脈 血 ヨ リ得 タル 白 血球 李

均 貧 喰 率 ハ25.OO%、 頸 動脈 血 ヨ リ得 タ ル夫 ハ

Zド均21.25%卜 云 フ コ トデ、 先 ヅ雨 者 ノ間;著

シイ差 隔 テ認 メ得 ナ ィ。 耳 静 脈 、 心 臓 ヲ穿 刺 シ

テ得 タル 白血 球 ノ貧喰 例 ハ何 レ モ ソ ノ例 数 ハ實

二紗 イ ノデ ァル ガ、 又頭 艀 脈 血 中 ノモ ノ ト差 異

ア リ ト云 フ コ,トハ出 來 ナ ィ。 然 ル ニ今 家 兎 轟於

ケル結 核 菌 貧喰 ノ著 シ イ特徹 テ求 ム レパ、 ノヒバ

之 テ健 康 人 血 ノ夫 嵩比較 シ テ貧喰 能 ノ除 リニモ
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第2表 家兎頸動岬脹血中

白血球ノ人型結核菌貧喰能

＼
、

喰菌奉＼頸静脈血頭動脹血

5 1

10 1

15 3

一

20 3

25 4 1

30 5

35 1

40

一 一

2

一}}

合 計 17 4

卒 均喰
菌卒

25.00 21.25

貧 弱 デ アル ト云

フー黙 二蹄 著 入

ノレo

其 虜 デ余 ハ史 二

1箇 ノ白血 球 内

二貧 喰 セ ラ レ テ

居 ル菌 ノ個 撒 テ

敷 ヘ テ、何 箇喰

シテ居 ル細胞 ガ

最 モ 多 カ リ シ

カ、 叉 ハ少 カ リ

シヤ ヲ検 シテ見

タ.第3表 ガ夫

然 ル ー之 ハ著 者 が襲 二人 観 白血 球 二於 テ認 メ タ

麗 デ ァル ガ、 宛 モ ノひ 同 機 昌家 兎 昌於 テ モ、 亦

極 メ ナ ヨク貧 喰 スルB群 卜、然 ラザ ルA群 ノ存

スル 」 トガ漸 ク=窺 バ レル。 而 モB群 昌贋 スル

白 血球 ハ ソ ノ撒 ガ甚 グ寡 クテ、 掲 リA群 二層 ス

ル血球 ガ大 部 分 テ占 メ、 更 ニ ソ ノ大 牛 ハ屯 末 モ

貧喰 シ得 ザ リ シtノ ニ燭 スル 」 トテ知 ル ノデ ア

ル。 人 及 ピ家 兎 雨 者 ノ白血 球 ノ機 能 ヒニ現 レタ

ル此 著 シキ差 異 ハ前 報 二於 ケ ル成 績 テ借 リテ比

較 スル時(第4表)明 瞭 二現 バ レル。 此 場 合 二於

テ著 者 ハ 又 貧喰 菌 個 藪 ト核 分 葉 数 トノ關係 ラ モ

知 ル可 ク、 第3表 二 同時 二之 ヲ示 シタ ガ、 雨者

ノ間 ニ ハ特 二見 ル可 キ結 果 テ得 ナ カ ツ タ.

テ ア ル。

第3表 家兎 白血球 ノ人型結核菌貧喰像(17例 分 ヲ全部合 ・yテ示 ス)

核

分
葉
敷

假全

～
球籔

A群IB群 A群 二關 スル統計値

菌 数

一 響 一

〇〇

穐 鰍 陣 準偏差

・1・;2」314 51617 8

以上
±確率誤差 ±確率誤差

1 98 78 8
-

73

4 3 1 1 11 -L些 0.42=ヒ0.0734 1.078±0.0519

1【 619 456
-

455

33 13 13 8

一
1 22 3.6 0.47十 〇.0286一 1.038十 〇.0210一

■

皿

一
599 58 33 15 13 6

}

3
-

1 」

3 16 2.7 0.47十 〇.0320一 1.101±0.0272

IV 204 158 14『
3

-

1

11 6一 5 2
一 一

1一

2 i
2

1.5 0.58十 〇.0640一 1.360±0.0453

V 29 21

一 一
1

一
6.9

-一 一 一

0.67±0.2028 1.590十 〇.1444一

VI 1 }
一 一

45
-

2.9

0.48十 〇.0208一[1550 1169 157
-

10.1

81
-

5.2

37
-

2.4

2『
0.1

1.217±0.0148

% 75.7

33
-

2.1 義1義
第4表 健康人 白血球 ノ人型結核菌貧喰像(12人 分 ヲ合 シテ示ス)

核

分
葉

数

中全

性

多
核籔

A群IB群 A群 二關ス ル統 計値

菌 数

　『

一㎜ 一}← 一_}一 一

6レ 議
%

卒均菌倣

±確翠誤差

標準偏差

±確李誤差・1・12131415

1 92 3 11 18 11
-

60

11
-

56

9
-

36

}

3

39 42.2 3.79±0.123 1.35±0.067

π 517 9 14 46 58 236一 45.6 3.67十 〇.051一 1。29±0.028

皿 427 ゴ・ 16 37 58 60 53 30 3 1701器il 3.78±0.060 1.44±0.033

IV 130 3 10 23 20 23 8 43 3.85十 〇.091一 1.28十 〇.053一

V 27 1 4 3 2 8 2 7一 25.9 3.90十 〇.22一 1.48±0.138

VI 1 1 4.00

1194 9
-

0.7

37
-

3.1

108
-

9.0

150
}

12.5

154 151 85
-

7.3

6 495 3.44±0.023 1.21±0.017

%

一
12.9

一
12.6

一 一
〇.5墨41.4

第二節 家兎白血球 ノ牛型
結核菌貧喰能

次二牛型結核菌テ用 ヒ家兎白血球 二就 テ全 ク前

同様 ノ實験 ラ行 ヒ、 ソノ成績 テ整理 スルニ次 ノ
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第5炎 家 兎頸動菌}版血 中

白血球 ノ'卜型結 核歯寅喰能
1

-'lb騨

一

15
一 曹 ●-

20

一一

頸鯛恢血
一 曽、ゆ}_

4
-4轟 一

2

1
.

2

一 一F曹 一}

星 一.

弧動朕血
▼

弊 一

騨一 一

}一 一 一

1
一一 響 一 冒幽■一 畠

1

26一 曽

30
, }騨

35
一

一 一胴騨閂■輔一一一一嗣■噛

聯 一

40

,一一

1
}

45
一一

50

'占

1

合 計 12 3

卒 万
喰菌率

24.59 31.66
1

假

「
エ
」
球

核
分
叢

-
τ

η
璽
拶

適
{

諾皿
亙

v
π ヨ

3151

如キ結論昌到達

ス ルo

乃 チ行 ヒタ'し喪

隙 ノ範 閲 二於 テ

之 テ噸 動 脈 中 テ

流 ル ・白血 球 爵

就 テ検 フ・ル ℃、

將 叉頚i岬脈 中 ラ

流 ル ・血 球 二就

テ検 ノ・ル モ差 異

ガ ナ ィ(第5表)。

叉 ソ ノ李 均 貧喰

車 ハ前者24.59

後 者31.66デ ア ツテ、 之e人 盟 白血i求貧 喰 率 卜

比 較 ス ル時 著 シ列 騨 デ ア ル。 而 モ之 ラ詳 仙 二

観 察 ・.ル時 矢張A群 二贋 スル 白血球 ガ大 部 分 ラ

liiノテ、B群 二贋 人ル活 霰 ナ細 胞 群 ハ著 シ ク ソ

・激 テ減 ジ テ居 ル。

次 二前回 同 機 白ltEl球ノ核 分 葉 数 卜喰 菌 個 激 ノ相

關 表 ラ作 ツ テ之 テ観 察 スル 昌、 此 表 二就 テ β《・

バ第 聾核 、 第 皿核 ノモ ノガ、 最 モ活 澱 二貧喰 ス

ル ト云 フ コ トハ'1蓉領〔ラ シ イ。

人 型 結 核 菌 ラ貧喰 セ シ メ タ揚 合 一ハ 兄 ラ レナ カ

ツ タ コ トデハ アル ガ.第 皿核 、 第 国核 ノモ ノガ

i,kモ貧喰 二於 テ有 力 デ ア ル コ トハ認 ノテ モ宜 シ

イデ ア ラウ(第6表1。

第6表 家 兎白血球 ノ牛型結 核菌食喰像(12例 全部 ヲ合 シテ示 ス)

乖惹

%

A群

菌 聖
213141516i

lB群

61 8 1 2
一一 一 　

371 31 23 13 6 3 5 12圃 一 …P-一 一

3301至 29 11 12 6
一一

21
-一 一 一 一

98118 2 5 1 2 2
一一 一一 一 一

18 1 1

1

一一} 一 一一

879
-一

10315531 20 11 9
-一 塵

2

76.3 8,914.8 2.7 1.8 0.9 0.8 0.1

7眺

毒}

写1

一
嘉

群 A群 二關 スル統計値

卒均菌敷1標 準偏差
±確率誤差{± 確李誤差

3

6.5 0.23±0.054310.603±0.0338

4.8 ・・弱 ± …36・ 巨 ・・51±"・2覗

2.9
一 一

1.5

0・52±0・0362i1・131±0・0274

0・昭 ±0・0713i1・208± 翌」0504
一

〇.25+0.1692-
_}一一 一虚

1.135十 〇.1199一

0.46±0.023011.118±0.0162
}

最 後 二以 上 ノ成 績 テ人 型 菌 テ喰 セ シノ タル場 バ ニ就 テ雨 者 ラ比較 シタ モ ノデ アル ガ著 差 テ

合 ト比 較 スル。 第7表 ハ簡 軍 ニ ソ ノZF均 貧喰 率 認 メナf。

第7表 家兎 白血球 ノ人型及牛型結核菌貧喰能比較表

＼ 鱒ISI・ ・1512・12SI3・3514・4515・15516・16S17・1舗 臨 喰mS關 噛

d311328i誓:ll:8塁 辛1:;量ol

型}212i・sl¥:獺 圭呈二1、3

σ=標 準偏差±確 率誤差、 以下之 二準 ズ

白血 球 ノ貧喰 能 ト比 較 ス レバ矢 張 リZF均 李 二於

テ低 位 ニ ア リ、 更 二喰 セ ラ レタ ル菌 ノ個 歎 テ追

M=卒 均貧喰率±確率誤差

第三節 海 狸 白血 球 ノ人型

結 核菌貧喰 能

海猿デハ所謂酸性嗜好白血球 ノ食喰作用 テセト

シテ観察 シタ(第8表)。 而モ多 クハ頸静脈 ヨリ

探血 シタモ ノデアツテ、ソノ貧喰傘ハ最小22%

最 大99%二 及 ンダガ、李均値 ハ77.07テ 算 シ、

大部分ハ活霰ナ貧喰像 テ示 シタ。併 シ之テ人盟

究 シテ(第9表)詳 シ ク考 察 ス ル時 ハB群 二屡 ス

ル 白血球 ハ ソ ノ数 二於 テ遙 一劣 リ
、A群 二属 ス

ル モ ノハ殆 ン ド貧喰 シ能 ハザ ル モ ノ漸 ク多 キ テ

加 ヘ ツ ・アル現 象 テ窺 ヒ知 ル コ トが出 來 ル ノデ

ア ル 。
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第 8

監
召邑1満隈繰

核 分

灘1簾 ±腱
一14!X

皿 11 ♀1645 心臓穿刺 8.3 2.860±0.0558

,, 2 亙
♀

一一

745 ,D 9.5 2.990± く).0723

27!X∬ 3 5ii旦 ●● 21.3

一一 一

2.900十 〇.0554
_一__』二._

3.366十ID.0832一

41皿

つ一

頸艀脈 19.4
4

6

_1

[一 一

三LLi

創

♀1530
頸励脈 21.0

一一
3.230±0.0646

13伍 660
頸静脈 18.4 3.210±0.0655

頸動脹 15.7

一

3.450土0.0762

211皿 380

1

頸静脈 10.0 3.270±0.0730

頸動脈 10.4 3.440土0.0738

101V∬ 71"1
　

560 頸静脹 「酒τ7i 2.712±0.0779

12,▼∬ 一
gl

8L・ 660 一L9・3 2.665十 〇.0419一

13/V皿 550 ,, 12.0 2.635十 〇.0694-

3、232±0.084110i,, 550 ●9 12.1
轟

161V江

171V皿 了r国 810

一

,D 12.61 3.575土0.0438

19加
一
12

-

13

⊥

一
⊥1

●,
一}

一
♀一

1700 }18.7・ ・1 3.240亘.0509

`

201VE 715

『
110

.5 3.187±0.0954

231VH 14 ♂1 340 ,● 21.1 3.550十 〇.0485一

24,VE 15
}

550 "」 6.8 3.326±0.0615

26/V巫 16i♂ ・、 770 .,114.3 3.125十 〇.0584一

喰 菌 喰 メ時葉 撒

1菌タ 間尺 型1牛 型

llc分房 糸
田1泡1敢96峰 田JS包倣1ン ル

蝿 キ・・⊂型 」S6195-_」16・
1・く)25ニヒ0。{,48375110011・ ・

可 諭+伽391奮 冒'i碕i　 ・一丁 一

響 三漁 薯 嘉1二 ÷
0.983±{D.01・6693100!,,

ま諾1幸11器 η一 」里1一石藪「;1。。:→i
・.1・7王面5歪II-lgrti-rtl,,

0.949ゴ=0.《D55090601,,

　
0,878十 〇.(D2929911001981001,,

　　 　 　 　 　 マ 　

0.950十 〇.0494781326450,,-1　 　 　　 　 の　ロ　

0.944±0.0596;9314418312:,,
　 　 　　ヘ ド 　 へ へ 　

ユ里 竺0・039022」 茎L88-」LOO」"
11

.080十 〇.0360
-一 一一一一'一一i

1.144十 〇.06741■國一1

1.鱈)30十 〇.0343

0.900±0.0435i

O.927十{)。 《,399,

731
一璽,至__LOOl・ ・

64:3371311,,

7611(DO・45100,,

71458650.,

751「 至「78100.,

第9表 海猿 白血球 ノ人型結核菌食 喰像fl7例 全部合 シテ示ス)

核
分
葉
数

嗜胞

穫全

1繊

A群lB群 A群 二關 スル統計値

菌 倣
ウ
ウ

下均菌数
±確率誤差

標準偏差
±確率誤差・1112131415161718以 上

1;-32 11

123i19

512 2
-

17
-

20

1
-

12
-

18

4

8
ニ ー1

-21

.篁 」

3i
--1

4、
一一 一

1

1 6 18.8 1.77+0.2749一 2.111±0.1946

H188
…

39

一1-

1一 一星一

2

63 33.5 1.95=ヒ0.1124 1.886十 〇.0796一

皿1257
一}
63B5

50i39140 19
-

13

58 22.6 2.14±0.0904 1.912十 〇.0639一

IV

一1-i痂
}23

21 10 2 39 18.7

塵一

1.65±0.1650 1.995±0.1280

V 75 27 11 12 4一 3一 2一 2 10 13.6 1.65十 〇.0914一 1.786十 〇.0655一

VI 11 9 1 1 9.1 0.10十 〇.0190 0.090十 〇.0134

772 199 114
-

14.8

96
-

12.4

64
-

8.3

44 46 25 9 177 1.86±0.052311.897±0.0382

% 25.8 5.7 6.0 3封 1.2 22.9

第四節 海狽 白血 球 ノ牛 型 行 ツテ見 タ.乃 チ海瞑 ノ牛型菌卒均貧喰能ハ

結核菌 貧喰 能80・00%デ アツテソノ最大一最小ハ夫 々98.00

伺檬 ノ試験 テ牛型菌テ使用 シ海猿 二就テ同様ニ ー71.00ラ 算ス,レ(第10表)。 貧喰 セラレタル

第10表 海瞑頸静脈血中白血球ノ人型及牛型結核菌貧喰能
＼鱒12・13・14・15・ ・/6・17・18・19・1…1合 計隣 喰率計關ス壷一
人 型1・li-1415151・1171¥:1乙:1硅1:き1唇

牛 型hll・i・111314:・1111¥:12:12圭2二 §18
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菌 ノ個数 二依 リ谷群 ラ別 チ、 夫 々 ノ群 昌艦 人 ル

白 血球 ノ個 撒 ラ記 入 スル時(第11表)現 レタ ル

第11表
'

所兄ハ同 ジク海復 ノ人型結核菌テ貧唯 セル場合

轟比 シナ同股 デアツ 珂可等 ノ差異 ガ存 シナイ・

海狽 白血球 ノ牛型結核 菌貧喰像(11例 全郁合 シテ,」㌃ス)

核
分
葉数

嗜胞

麗全
綱敬

A群lB群 A群 二間 ス'レ続 計縦
一

・1 1 2

層一甲一 一 一

菌 数
},

314 51617
一 一 ㎝ 一9--,

8以 上

一 一引一一ρ}曝 一 ¶』 一一,一 一▼一

不均菌敬1標 準傭差ウ
つ

士陥轍 差1± 確轍 差

1 当
162

-

272

桶

9
一1--

111

2 4
,一　

16

1 1 9 34.6 1.47±0.2730 1.685士0.1183
一,鞠

π 23

一
13 9 2 76 47.1 2.21±O.1287 1.791±(,。0910

-一一
皿 50132 24 26 14

--

8

一

8
一 一

7
-一

1
一一

1

τ

一

90 33.1

一 一

2.13土0.`)912

_一 一 一 曜一

1.845±0.0644

1▼一
▼

4司17 26 18i
4

12
-r

型.

12

一一

52 27.7 1.92±6.16学fほ.蓉76王 σ0757

68 27 12 8

一一}一

帽

1111

1 11 16.4
;

1.21±0.137611。565=ヒ0.(励72

▼1 14 3 1 3 4 28.5
「2

.00+0.3890

一}一 Ψ}皿}

11,843+0.2741

730 159 73 76 69 58 32

晶1
2 2421

l
l

1.93±0.05511.838十 〇.0392一巴____

96 21.8 1〔う.0 10.4 9.4 7.9 4.4 0.3 33.Z

雫一{一 一 一

1

考按及綿括

余 ハ上 記 二於 テ各動 物 白血 球 ノ結核 菌食 喰 能 ガ

人 、海 猿 、家 兎 ノ順 位 ニ アル ラ知 ツ タ。 白血 球,

食 喰 作 用 ガ試 験 二供 シタ ル細菌 二封 シ何 等 カ ノ

邊 揮 反癒 ラ示 ス可 キヤ否 ヤハ 余 ノ之 丈 ノ實 験 カ

ラハ何 者 モ容 啄 スル モ ノラ持 タ ナ ィ。 松 田氏 ω

ハ襲 キ ニ肺 炎菌 二 「グ ラム」染 色 ラ施 シテ白血 球

食 喰 能 テ検 シタ。 其 際 二於 ケ ルー細 胞 内李 均 貧

喰 度 ハ人7.12、 海 瞑3.24、 家 兎2.95ト 云 フ成

績 二現 ハ レテ居 ル。 氏 ハ更 ニ ウ。ル シ・・フ レ ン

ケ ル氏 瓦斯 桿 菌 ノ「グ ラム」染 色 ラ施 セ ル モ ノ三

於 テ同 ジ ク ー 細胞 内李 均 食喰 度 人1.56、 海狽

1.14、 家 兎0.43ナ ル値 テ 得 タ.貧 喰能 ノ順 列

二關 スル限 リ雨 試験 共 二差 異 ハ ナ ィ。 而 モ之 ハ

富 田 氏{3)及 ピ余 ノ結 核菌 二就 テ観 察 セ ル所 ト良

クー 致 スル。 此 鮎 カ ラ云 フナ ラバ如 上 ノ結 核 菌

二認 メ ラ レタル喰 菌 作 用 ハ敢 テ特 殊 作 用 ト認 メ

難 イカ モ知 レナ イ。 用 ヒ ラ レタル菌 ハ逡 憾 ナ ガ

ラ何 レモ死 菌 デ アル。此 場 合貧喰 作 用 二現 ハル

ル モ ノハ菌 ノ物 理 的 性質 、白血 球 夫 自身 ノ性 質 、

更 二菌 ノ染 色 二關 スル操 作 ノ如 何 等 二圭 トシテ

カ ・ル。 若 シ操 作 上 ノ不 自然 テ全 然 ナ キ モ ノ ト

假 定 シ、 菌 ノ物 理性 質 テ無 覗 スル時 ハ残 ル モ ノ

ハ白 血球 ノ性 質 デ ア ツ テ、 今 上 述 ノ試験 二於 テ

何 レ ノ菌 二依 ル モ上記 ノ順 列 ラ確 定 シ得 タル ハ

又 正 二當 然 アル可 キ所 テ明 ニ シタル ニ過 ギ ナ イ

デ ア ラウ。

生艘 中 白 血球 ノ 貧 喰 ス可 キ封 象 ハ敢 テ死 菌 トハ

限 ラナ イ。 生菌 タ ル場 合 ニハ 俄 然 事情 ラー 璽3

ル。 若 シ菌 ガ白 血球 ノ生 活 二大 ナ ル髪 化 ラ及 ボ

ス ガ如 キ特 殊 ナ ル代 謝 ラ ナ スモ ノデ ア レバ當 然

礒 揮 ス可 キ食喰 能 モ或 ハ現 ハ スニ鹸 地 ナ キ場 合

モ存 スル デ ア ラ ウ。

而 シテ吾人 ノ結 局知 リタ キ事 柄 ハ ソ ノ綜 合 セ ラ

レタル 生禮 内 ノ眞 實 情 デ ア ラ ネバ ナ ラ ナ ィ ガ、

反面 二於 テ ソ ノ病 的 過 程 二封 スル封 策 ラ講 ゼ ン

トスル場 合 ニハ斯 ル分 析 的 業 績 モ訣 ヵ ン トシテ

訣 ク コ トテ得 ザ ル モ ノデ アル♂

弦 二於 テ余 ハ本 編 ノ實 験 計 書 ヨ リ結 論 ト シテ導

キ出 サ レル事 項 ノ ミテ摘 録 スル ナ ラバ次 ノ如 ク

ニ表 ハ ス コ トガ出 來 ヤ ウ ト思 フ。

1・ 人 盟 拉 昌是 等 試 獣 白血 球 ノ結 核 菌 貧 喰 能 ハ

人 盟 二於 テ最 モ優 勢 ニ シテ、 海 瞑 之 二次 ギ、 家

兎 ハ最 低 位 二存 スル。

1.余 ハ襲 二人 艦 白血 球 ハ ソ ノ貧 喰 能 力 ヨ リ之

テ観 察 スル時 、 凡 ソニ 群 二分 タ レル コ トラ唱 ヘ

タ。 即 チ甚 シ ク ヨ ク喰 スル群 ト、 中等 度 二食喰

スル群 トガ之 デ アル。 然 モ ソ ノ個 禮 ガ結 核 二侵

サ レ テ劣 勢 ナ ル貧喰 能 力 テ示 セル時 ハ、 甚 シ ク
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ヨ ク喰 スル群 列 ノ血 球 ハ次 第 二寡 クナ リ、 中等

度 二食 喰 スル群 列 昌罵 スル白 血球 中 ト難 モ亦 貧

喰 ヒ ラ レタル菌 ノ個撒 が次 第 二減 ズル コ トラ見

タ。 今人 盟 ヨ リモ貧喰 劣 勢 ナル 是等 試 獣 白1nL球

ノ態 度 テ窺 フニ、 宛 モ疾 病 人艦 二於 ケ ル トヨ ク

相似 セル關係 テ示 シ、 甚 ダ ヨ ク貧喰 セ ル群 列 二

屡 スル白 血球 個 敷 ガ大 禮 二寡 ク、 中等 度 轟貧喰

セル群列 二属 スル 白血球 ト難 モ ソ ノ'卜均 貧喰 菌

数 ハ次 第 二低 下 セ ル コ トアル テ知 ツ タ。

1.供 試 シタル結 核 菌 ハ人型 ・'卜型 共 一之 ラ用

ヒタル モ、 同 一種 試 獣 ニ ア リ テハ雨 者喰 菌 ノ率

二關 シ何 等 ノ差 異 テ毅 見 シナ カ ツタ。

1.人 禮 及 ビ試 獣 ノ何 レテ不 問、2核 乃 至3核

テ有 ス ル 多 核 白血 球 ハ喰 菌 能 二於 テ 他 ヨ リモ

梢 ㌃優 勢 デ アル コ トガ窺 バ レル。

1.試 獣 二於 テ末梢 血管 中 テ運 行 セ ル 白血 球 ト

脈 幹 中 テ蓮 行 スル夫 トテ比 較 スル モ喰 菌能 二於

テ著慶 アル テ認 メナ イ。 之 ハ各 試 獣 喰 菌李 ノ如

何 ガ愈 ζ以 テ ソ ノ試 獣 白血球 個 有 ノ性 質 二基 ヅ

クモ ノテ アル ト五 フ コ トラ 示 ス モ ノ ト云 ヘ ヤ

ウ。

1.家 兎、海 瞑共 ニ ソ ノ白血球 中 一 ハ 「エ オ ジ

ン」穎粒 テ蔵 スル モ ノガ多 イ。 而 モ雨試 獣 間 二

飢 二喰菌 能 ノ此 著 差 ラ認 ム ル ハ喰 菌 能 ト此種 組

織 化學 的 所 見 トノ間 二直接 ノ關係 ハ ナ イモ ノ ト

推 察 セ ラ レル。

1・ 人 型結 核 菌 喰 菌 能 、各 試 獣 感 受 性 トノ雨者

テ共 ・一』歩察 孔ル時 、 宛 モ白血球 喰 菌能 ガ試 獣 ノ

結 核 感 受'lvl'AY・fzル難 異 ノ電 大 ナ ル原 因 ノ如 ク

考 ヘ ラ レル ラ レ ドで、 例 ヘ バ家 兎 白血 球 ∴於 テ

人 ・牛 爾型 菌 副封 ス ル貧喰 」ニノ差 異 テ何 等 爽 兄

シ能 ハ ナ ィ1ト ハs叉 之 テ充 分;肯 定 ヒ シム ル

モ ノト云 フ コ トが出 來 ナ ィ。

但 シ、 供 試 ヒラ レ タ ル結 率亥菌 が〔疵∴死 傑iデ ア ッ

テ見 レ バ、 生菌 テ使 用 セザ ル限 リ未 グ多 ク ノ未

解 決 ノ貼 テ残 シ ノ居 ル.

尚 二 三文 獣 ラ渉 猟 スル ニ幌 近 二於 テ各試 獣 白lnt

球 ノ結 核 菌 喰 菌 作 用 ノ大 小 テ論 ゼ ル モ ノニ例 ヘ

バ松 本 氏(4)、富 田氏 〔3)テ見 出 一7・コ トガ出 來 ル。

松 本 氏 ノ翠 ゲ タル喰 菌作 用順 列 ハ海 瞑、 家 兎 、

人 間 ノ如 クデ アツ テ人 間 ガ最 モ紗 イゴ トー ナ ツ

テ居 ル。 併 シ富 田氏{3⊃二從 ヘ バ家 兎 ハ 海猿 、 山

羊 、 犬、 白鼠 、 家鶏 ノ何 レヨ リ最 モ喰 菌 作 用 ガ

微 弱 ナル モ1二 風 スル。 乃 チ後 者 ノ方 ガ余 ノ得

タル成 績 ラ張 ク支 持 ス ル モ ノ ト云 フ ラ得 ベ キ デ

アル。 而 モ例 ヘ バ富 田氏 ノ實 験 ハ 生結 核1菌 ノ腹

腔 内注 入 テナ シテ行 ハ レ タル成 績 二屈 ス ル。 此

成 績 二從 フナ ラバ結核 菌 二封 シテ供 試 生物 白 血

球 へ 各 固 有 ノカ テ假 令 個盟 ガ菌 ノ侵 襲 テ被 ム

ル ト難 モ充 分 二磯揮 シテ居 ル モ ノ ト見 テ差 支 ハ

ナ イヤ ウニ思 バ レル。 言換 ヘ ル ナ ラバ結 核 菌 二

關 ス ル限 リ死 菌 テ用 ヒテ ノ成 績 テ生菌 テ用 ヒテ

ノ成 績 二置 キ換 ヘ テ宜 イ ヤ ウ デ アル。

結 論

1・ 人禮中性多核白血球ハ結核死菌二封スル貧

喰能最モ旺盛ニジテ、海猿之 二次ギ、家兎前二

者二比 シテソノ力著 シク劣ル。

1.以 上 ノ事實ハ結核菌 ノ人型タル ト牛型 タル

トニ關 シナ イ。

摺 筆 スル ニ臨 ミテ終 始 御 懇 篤 ナ ル御 指 導 拉 二卸

校 閲 ノ勢 テ賜 ハ リ シ、 所 長 日置 博士 二封 シ謹 ミ

テ謝 意 テ表 ス。

主要文獄

1)倉 金,結 核,第 十三卷,S.・・・・(第二報)昭 和

十年.2)松 田,十 全會雑誌,第 四十卷,S.2572
-3873 .昭 和十年.3)富 田,大 阪醫學會雑誌,

第 十 七卷,S.621,大 正 七 年.4)松 本,乳兒 學

雑 誌,第 十 三卷,S.283,昭 和八 年.

■




